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国
の
責
任
で
安
心
で
き

る
保
育
・学
童
保
育
を

文
科
省
は
、
５
月
15
日
付
及

び
７
月
４
日
付
で
「
熱
中
症
事

故
の
防
止
に
つ
い
て
」
事
務
連

絡
を
出
し
ま
し
た
が
、
７
月
17

日
に
豊
田
市
で
発
生
し
た
児
童

の
死
亡
事
故
を
受
け
、
翌
18
日

に
改
め
て
事
務
通
達
を
出
し
ま

し
た
。
こ
の
な
か
で
「
気
象
庁

が
発
表
す
る
情
報
や
環
境
省
熱

中
症
予
防

情
報
サ
イ

ト
の
暑
さ

指
数
等
の

情
報
に
充

９
月
４
日
の
安
城
市
議
会
一
般
質
問
で
、
日
本
共
産
党
の

ふ
か
や
恵
子
議
員
は
、
小
中
学
校
等
の
エ
ア
コ
ン
設
置
計
画

を
早
め
、
来
夏
に
は
利
用
で
き
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

中
学
生
が
利
用
で
き
る
の
は

再
来
年
（
２
０
２
０
年
）

９
月
～
の
計
画

分
留
意
し
、
気
温
・
湿
度
な
ど

の
環
境
条
件
に
配
慮
し
た
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
」
「
熱
中
症

事
故
は
、
運
動
部
活
動
以
外
の

部
活
動
や
、
屋
内
で
の
授
業
中

に
お
い
て
も
発
生
し
て
お
り
、

ま
た
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い

な
い
時
期
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

い
気
温
（
25
～
30
度
）
で
も
湿

度
等
そ
の
他
の
条
件
に
よ
り
発

生
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る

こ
と
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
共
産
党
安
城
市

議
員
団
も
７
月
25
日
、
神
谷
市

長
に
対
し
、
「
市
内
の
公
立
幼

稚
園
・
小
中
学
校
の
普
通
教
室

へ
の
空
調
機
器
（
エ
ア
コ
ン
）

熱
中
症
事
故
防
止
の
事
務
通
達
…
文
科
省

共
産
党
市
議
団
も
早
期
設
置
を
申
し
入
れ

気
象
庁

は
、
今
年

７
月
の
天

候
を
「
異

常
気
象
」

と
総
括
し

ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
３
日
に

今
夏
（
６
～
８
月
）
の
天
候
ま

と
め
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
そ

の
な
か
で
は
「
７
月
23
日
に
埼

玉
県
熊
谷
市
で
観
測
史
上
最
高

の
41
・
１
度
を
記
録
し
た
こ
と

を
は
じ
め
、
全
国
９
２
７
観
測

地
点
の
う
ち
、
２
０
２
地
点
で

過
去
最
高
気
温
を
記
録
し
た
」

と
し
て
い
ま
す
。

安
城
市
内
で
も
、
７
月
23
日

に
38
・
６
度
、
８
月
３
日
に
38
・

１
度
の
最
高
気
温
を
記
録
し
た

他
、
６
月
か
ら
８
月
20
日
ま
で

の
間
に
、
30
度
を
超
え
た
「
真

夏
日
」
が
36
日
、
35
度
を
超
え

た
「
猛
暑
日
」
が
18
日
も
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
猛
暑
は
、
今
後

も
続
く
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
急
務
で
す
。

さ
ら
に
文
科
省
は
、
教
室
の

望
ま
し
い
温
度
を
こ
れ
ま
で
の

「
10
度
以
上
30
度
以
下
」
か
ら

「
17
度
以
上
28
度
以
下
」
に
変

更
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も

早
期
設
置
が
必
要
で
す
。

設
置
を
求
め
る
申
入
書
」
を
提

出
し
、
早
期
設
置
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

気
象
庁
は
今
夏
を
「
異
常
気
象
」
と
総
括

市
内
の
最
高
気
温
38
・
６
度
を
記
録

真
夏
日
・
猛
暑
日
も
続
出

ーふかや恵子議員が一般質問ー

今
年
度
予
算
に
計
上
（
債
務
負
担
行
為
）

や
早
期

着
工
で
、
来
夏
に
は
利
用
で
き
る
よ
う
に

こ
の
よ
う
な
経
過
も
あ
り
、

安
城
市
は
、
（
※
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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介護保険会計の年度末黒字額と基金残高

歳入歳出差引額（黒字額） 介護給付費準備基金

介
護
保
険
料
は
、
３
年
間
を

１
期
と
し
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
３
年
間
に
被

保
険
者
が
利
用
す
る
と
み
ら
れ

る
介
護
給
付
費
を
見
込
み
、
そ

こ
か
ら
１
割
（
一
部
２
～
３
割
）

の
利
用
料
を
差
し
引
き
、
残
り

の
費
用
の
50
％
を
65
歳
以
上
の

高
齢
者
と
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
世
代
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

第
６
期
（
２

０
１
５
～
１
７

年
度
）
の
介
護

保
険
料
基
準
額

は
、
第
５
期
の

４
１
５
０
円
よ

り
15
・
７
％
引

き
上
げ
ら
れ
、

４
８
０
０
円
に

決
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
金
額

を
決
め
る
際
、

安
城
市
は
、
第

５
期
の
最
終
年

度
で
あ
る
２
０

１
４
年
度
末
の

介
護
給
付
費
準

備
基
金
２
億
６

５
０
０
万
円
余

は
、
第
６
期
の

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
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９
月
議
会
提
案
の
補
正
予
算
案

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
た
め

の
設
計
委
託
料
と
し
て
４
０
０

０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
（
詳

細
は
本
紙
８
月
26
日
号
）
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
子
ど
も

た
ち
が
エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ
れ

た
教
室
を
利
用
で
き
る
の
は
、

小
学
校
１
～
２
年
生
と
特
別
支

援
学
級
は
来
年
の
７
月
か
ら
で

す
が
、
小
学
校
３
年
生
以
上
は

再
来
年
（
20
年
）
の
７
月
か
ら
、

中
学
校
は
再
来
年
（
20
年
）
の

９
月
か
ら
で
す
。
こ
の
計
画
に

つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
批
判
の

声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
か
や
議
員
は
、
実
施
設
計

の
委
託
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
」

「
今
年
度
の
補
正
予
算
に
計
上

（
債
務
負
担
行
為
）
す
る
こ
と

に
よ
り
、
設
置
工
事
の
着
工
時

期
を
早
め
、
来
年
の
７
月
ま
で

に
設
置
す
る
こ
と
」
を
求
め
ま

し
た
。

質
問
に
対
し
市
当
局
は
「
来

年
の
７
月
か
ら
の
使
用
開
始
は

困
難
だ
が
、
少
し
で
も
早
め
ら

れ
る
よ
う
発
注
方
法
な
ど
現
在

検
討
中
で
あ
る
」
「
子
ど
も
た

ち
の
命
を
最
優
先
す
る
考
え
で

や
っ
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

取
り
す
ぎ
た
第
６
期
介
護
保
険
料

単位：千円

最
終
年
度
で
４
・
４
億
円
の
『
資
金
余
り
』

３
年
間
で
全
額
取
り
崩
し
、
そ

の
分
、
保
険
料
を
減
額
す
る
と

説
明
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
９
月
議
会
に
提

案
さ
れ
た
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
決
算
に
よ
る
と
、
基
金
残

高
は
２
億
６
７
０
０
万
円
余
で
、

３
年
間
に
１
円
も
取
り
崩
さ
れ

な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
１
億
７

２
０
０
万
円
余
の
「
黒
字
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
る
と

約
４
億
４
０
０
０
万
円
に
上
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
第
６
期
の
保
険
料

４
８
０
０
円
を
高
く
設
定
し
す

ぎ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

た
だ
で
さ
え
「
高
い
」
と
の

声
が
出
て
い
る
介
護
保
険
料
。

も
っ
と
綿
密

な
試
算
を
元

に
保
険
料
を

決
定
し
て
ほ

し
い
も
の
で

す
。


